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１ 研究の背景と目的 

 

自然界にはいろいろな図形が隠れている。そのなかでも生活に役立つ図形がある。今回はフラクタル

図形というものに焦点をあてて研究を行った。金属樹がフラクタル構造になるということを先行研究

で知り、金属樹を生成しそのフラクタル構造を観察し、フラクタル次元を計測する。 

 

２ 方法 

 

ろ紙を置いたシャーレに銅板(2cm×2cm) を設置し、 

硝酸銀水溶液(2.5mol/L),(1.0mol/L),(0.50mol/L),(0.10mol/L),(0.050mol/L),(0.010mol/L) 

を入れ、1週間反応させて観察する。 

出来た金属樹の一次構造、二次構造、三次構造の長さを測り、対数を用いてフラクタル次元を計測す

る。 

 

３ 結果および考察 

 

濃度0.050mol/Lで一番観察しやすい金属樹が生成された。 

金属樹の一つ一つの構造が異なり、三次元的にできてしまったため、ろ紙上

での観察が難しかったが、ろ紙からはみ出たところでは二次元的にできてい

たため観察することができた。 

ろ紙の上での観察がしにくかったのは、金属樹の生成をろ紙の繊維が邪魔し

ていたからだと考えられる。 

 

４ 今後の展望 

金属樹の生成の邪魔を減らすために、表面の凹凸の少ないものを使って実験をする。 

実験のデータをもっと増やし、フラクタル次元数と形の共通点を見つける。  
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